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韓商学堂に つ い て  
一旧韓末「日語学校」の一事例－  
稲 葉 継 堆   







第一期に6校，第二斯に23校，第三斯に5校が設立されている。   
本稿で取上げる韓商学掌は，明治31年10月，薬師寺知靡によって設立され  
た日語学校である。つまりこの学堂は，ひとりの民間日本人によって，日語学  








のであるが，その意味で逆に資料的偏りは避け難い。   




（79）   






錦江流域の人民は性質頑迷にして紆智に長じ古より排外の思想盛んにして少くとも外   
人を軽親侮蔑するの夙あるは彼の排外を名とせる暴民の屡々此地方に蜂起するの事資   
に致するも知る可きなり斯の如き所以のものは彼等の暗愚にして事理を新ぜぎるに依   
るべしと鮭も外人との交通庵て稀にして外人の勢力を認識し其眞相を熟知するの機膏   
に摸せざるもの亦た一因たらずんばあらず左れは此地方に於ける我が少数行商老の如   
きは常に彼等の軽現俸蔑を受けて屡々堪へ乾き困難に遭遇し嘗て彼等の間に些少の威   
信だに保ち得ざるの状態にてありきl〉  
したがって韓商学堂の目的は，このような「韓国の内地を啓香し以て研か隣  






れる。韓商学堂開設の直接の契横となったのは，仁川居留日本官民の協九 な  
かんずく仁川領事石井菊次郎の尽力であった4）。   
明治31年10月7軋 韓商学堂は開校式を挙げた。しかし，財政貧困のためな  
んらの設備とてなく，民家の一部を貸借して校舎に充て数名の生徒に対して日  








に応じ，より多くの生徒を集めるための方便だったのである。   
革南学生について  81   





本校に於てほ前記の如き校内教育の外巡回訪問講話膏及び印刷物配布等の方法を設く   
巡回訪問は地方に定住せる有力者を開毒するの目的を以て昨年一月より開始せるもの   
にして毎月一二回づゝ附近の各地を巡回し官吏両班富豪長老及び其他有志者を歴訪し   
て親交を結び或は座談に依り或は印刷働忙依りて彼等を啓聾するに在り其巡回霞城は   
江鏡を中心として恩津，連山，魯城，石娩 扶餃，林川（以上忠清遊）礪山，籠安，   
威悦（以上全尾道）等の敏郎に亘れり講話膏は毎週凡そ一回校内に於て来訪者及び生   
徒に封し教育上に関する講義又は談話骨責すものにして印刷物配布は校の内外に向つ   
て冊子新聞紙等を配布し以て教化の一助に供するものなり其今日迄に配布したるほ大  
（▼7）  東合邦論，日詰濁寧，洪娩月報及び該文漠城新報等にして昨年中に五首徐部，本年中   
に三百錬部なりとす以上の方法は地方人民を開辱啓登するに頻る有効にして開始以来   
















としてこれらの日語学校が鼎立する状況になっていたのである。したがって韓   
稲 葉 継 雄  
甫学堂の校舎増築計画ほ，三甫・湖西両学堂の台頭に対抗する意味もあったで  
あろうし，また群山開港に伴う日本人の増加は，同計画の推進を容易にしたで  







った。   
韓商学堂校舎新築直前の6月23日，東亜同文会は，韓商学堂への月額40円の  











第一屈卒業試験及補習科の新設 本年十二月第一回卒業試験を執行し五名の合格者あ   
りたり（卒業式は明春執行の筈）是等の生徒は閉校以乗不完全なる設備の中に修業し   




と思われる。   
ここで学科の構成について補足すると，幹南学堂には，本科（普通科）・小学  
科・漢文科・補習科のほか特別科なるものがあった。特別科ほ，在留日本人子   
韓南草堂について  83  
弟を対象とし，父兄の要望に応じて随時開設された。これに関しては次のよう  
な言己録がある。  
特別科は在留日本人子弟の焉めに特設したるものなれとも現今撃齢見重なきを以て其   
毒実業を中止し居れり9）  
それからコーケーといふ所に日本人が四十八人か居りました，其虞に畢齢兄童が三人   
屠りました，英二人ほ女で一人ほ男である，其虞に韓南軍堂といふのがありまして，   
其魔の校長の妻君が預って三人の子供を数へて居る1D）  
在留民の見童は学校に通畢して（韓商学堂にて韓人数育の傍ら日本人兄童の教育をも   
焦しつゝあり）路上には着袴せる畢生往来するを見……11）  
在留民ノ檜加二達レテ学齢見童喝加シ東レルモ従来小学校ノ設置ナカリシヲ以テ便宜   
上本学堂二於テ韓人数育ノ傍ラ本邦見童ノ焉二教鞭ヲ執リツ、アリシガ過般浄土宗二   
於テ布教こ着手シ傍ラ本邦見宣教育ヲ開始スル「トナリ本学堂ヨリ引起ギ同宗ノ仮寺   
院内こ於テ教授ヲ開始スル「ト相成侯12〉，  







忠酒南道魯城郡論山（ノルり ノ韓人有力者戸液温 金鐘振等同地二日語畢校ヲ設立   
スルノ希望ヲ以テ昨秋来屡々本草堂二交渉シ東リ候盛岡地ハ本革堂分校設置背走地ナ   
リシヲ以テ其交渉二應ジ滑々分校トシテ設立スルコトニ決定シ眈二蓄膿二十七日ヲ以   
テ開校式ヲ奉行シ本月四日ヨリ授業ヲ開始致候校名ハ韓南寧堂分校魯城論山忠仁学校   
卜稀シ校舎ハ六一事卜呼べル蕃射手ノ建築物ヲ修繕シテ之レニ充テ匪費ハ同地有志国   
脛二於テ賓費額ヲ負澹シ間凄二要スル費用ハ凡テ本草堂二於テ補助スルコトニ協定致   
瞑生徒ハ日下幼年生六名青年生十四名合計二十名有之教員／、本邦ヨリー名指聴スル筈   
ニシテ眈三原宮中ナレバ其着任迄ハ本学堂コリ交々出張授業敦居険1ユ）   














草笠ほ日韓南国寓意家の義摘金を以て維持す」という内容である。   













校舎は敷地共韓人より一時借入れ使用せるものなり其位置は眺望佳き高燥の他にして   
敷地の廣さ約我一千坪あり校舎は三棟の韓屋より成り英一棟は廣さ四閤（一間ほ我八   
尺平方）之を教師の居宅に充て他の二棟は各二間半之れを教室に供し英一は漢文科教   
室に専用せり故に教室は腐る狭院を極め授業上の不便資に砂なからず   
韓甫学堂について   
教授用の器具書籍尊は唯だ僅に塗板，座机及生徒用の書籍，文具あるのみにして未だ   












月謝及修業用品 本撃堂は凡て就学者に向って束修月謝の薪を課致せざるのみならず   
修業中必要の書籍筆紙墨等の一切を給興す蓋し富国の如き畢事思想の幼稚なる団に於   
ては特に資を投じて就学する老とては産めて稀なれほ勢ひ斯の方法に依らざる可から   
ず京城に於ける諸官立撃校が食事までも給するものあるに徴すれば此一事は思ひ半ば   
に過ぐるものあらん去れど本学堂に於てほ昨年以来成るべく生徒をして修業用品を白   
餅せしむるの風を作るに勉め漸次此傾向あるを認めつゝあり15）  
学用品の生徒自弁は，学堂の財政負担軽減の一方途であったことは事実であ  
るが，しかし，単にそれだけの意味をもつものではない。当私 学用品一切を  
給与しなければならなかった韓商学堂が，明治33年に至って，これなくしても  
生徒を集められるようになったということであり，それだけ江景の地に棍を降  







枚暫費の倍増が結局実現せず前年どおり40，000円とされたため，33年2月に   






韓商学堂は韓国忠清適江景にあり薬師寺知瀧氏韓人数化の目的を以て昨三十一年九月   
創めて設立したるものなるが爾来同氏の苦心経螢に依り日に隆盛に赴き今や生徒三十   
名以上に達し修業の成蹟も頗ふる良好にして創立後日洩しと雄とも其上級生は既に日   
語日文及算数等の初歩を習得するに至れり堂主薬師寺氏は助敬二人と共に熱心学生数   
化の任に嘗るのみならず度々附近各地に往来して所在の両班富豪有志を歴訪し親密な   
る交誼を訂し以て一般韓人の教導iこ勉め来りしか其結果も亦頗ふる良好なり唯た同校   
ほ維持費甚た乏しく意の如く事業を進むる姫はす設備亦た不完全にして教室は時に寄   
宿舎となり時に食堂となり或は自習室或は談話室に化するの奇観を呈し満足に教授す   
る能はさるは我人共に遺憾とする所なり今般本台は同校の有望なるを思ひその設備を   










明治37年3凡 やむなく次のような「脛済の猪立を計るべき方針」を立てるに  
至った。  
経費未だ充分ならざれば所期の如き撃堂の整理戎張困難に侯へば将来は是非共経済の   
掃立を計るべき方針を立て居り侯即ち資本家の投資を得て確責にして有望なる巣南業   
を撃堂自ら経営し其利益の一部を以て経費に克つべき考案に御座候18）  
ただし，この企図がどのように進展したかは不明である。その後の『東亜同  
文会報告』にも韓甫草堂の自立策が成功したという情報が全くないところをみ   
斡商学堂について  
ると，恐らく計画倒れに終ったのでほないかと思われる。  









の紹介まで含んでいたようである。   
開校1ケ月余を経た11月下旬，父兄の要望によって漢文科が特設され，任泰  
鍋が副教師として採用された。任泰鏑ほ，漢文科生（すなわち小学科生中の漢  
文修学希望者）に韓国古来の書生式教育を施した。   
その後明治32年7月当時の職員構成ほ次のとおりである19）。  
堂   主  薬師寺知院   
教   師 本科小学科倭任  同   人   
副 教 師 漢文澹任  任 泰 銘   
通詞乗助教 通鮒及本科，小撃科ノ授業補佐仁川日語学校出身 王 詑 植   




科三年生にして生徒中の年長者」であった21㌔ だとすれば，助教採用当時ほ本  







きた薬師寺が普通科だけを受け持つようになり，小学科は，韓国人助手（助教）   
稲 葉 継 雄  
がひとりで担当することになったのである。2人の助手の分担は，その経歴か  










は，恐らく助手のうちのひとりであろう。   
次に生徒数の推移をみてみよう。韓商学堂開設当初，生徒は僅か6名であっ  
た。これを薬師寺が，王龍植の通訳を通して教育したわけで，韓商学堂は，ま  
















付けである。   
明治33年12月末にほ生徒数が40名に達していた。その学科別内訳■年齢構  
成・出身階層などは次のとおりである。   
韓商学堂について   
生徒は本科八名小学科三十二名合計四十名にして漢文科には本科小学科よりの粂修者   
二十玉名あり年齢は最長三十二歳最幼九歳にして平均十六七歳のもの多きを占む其十   
歳未満の者は父兄の懇望に依りて見習生として習撃せしめ居れるなり是等生徒の身分   
は両班一，中人三，平民六の都合にして中にほ進士，先達等の稀を有する者ありと雄   
も多くは土着農商民の子弟なれは家業の傍ら就学せる者抄しとせず去れど又た忠清道   











の子弟2名，商家の子弟22名，農瘍の子弟24名であった皇9）。   
生徒数は，その後もずっと40名台で推移したようで，明治37年3月には42  
名の生徒，認年1月には40余名の登校者，詣年12月には亜余名の生徒があっ  
た80） 。このうち38年1月だ酌ま，在籍生徒数でなく登校老数であり，先にみた  
ように34年12月先 生徒数亜名時の平均出席者が35名であったことからする  
と，40余名の登校者があった38年1月が，あるいほ生徒数のピークであった  
かもしれない。   
一九 韓商学堂には「学友会」という組織があった。これは，学堂内外の韓  
国青年の修養を目的とした一種の社会教育検閲であり，明儀37年秋以来毎月3  
回学堂に集会し，薬師寺学堂長の学術講話を聞くのを例とした。同時に，会員  
の演説会をもつこともあった。会員吼 38年1月当時54名al），出席者は，毎集  




な機能をもっていたことをここで強調しておきたい。   
??
韓商学堂教科課程表（明治32年7月当時）  
第  一   学  年  第  二  学  年  
????????
修   身  
読書香取  
作   文  
会   話   
算   術  
地   理  
歴   史  
理   科  
講   話  
体   操  
人倫道徳の要旨  
仮名，仮名文，近易なる漢字交り文  













同   上  
同   上  
???????
同   上  




政治，法律，経済，教育 実業等ノ  
大意  
同   上  
百科諮話  
普通体操，兵式体操，軍歌  
小  学  科  




仮名文，近易なる漢   
字交り文  
仮名，近易の漢字交  





修   身  
読書書取  
作   文  
習   字  
同   上  
仮名文，近易なる漢  
字交り文  



















同   上  
普通体操．兵式体操，  
軍歌  
同  上   
同   上  
同   上  
日用文字．日用書類  
（行，草）  






同  上  
同   上   
同   上  
同   上   
同   上  
同   上  
同   上  
??????????
会   話  








博物，理化 生軌  
衛生学大要  
同   上   
同   上   
地   理  
歴   史  
理   科  
講   話  
体   操  
百科講話  
遊戯及普通体操軍歌  
同   上   
同 上  
t♪   














ためである88）。   
32年7月当時，本科・小学科とも生徒は第1学年のみであったが，すでに第  
2学年以上の教育課捏も編成されていた。全学年の教科内容を示せば左表のと  
おりである84）。   





開校嘗時に入寧したる者は明年十月を以て卒業すべき預定にして既に普通の日本語を   
綴り簡易なる日本文の讃み書き及び普通畢の一班を習得するに至れるが教育殆んど廼   
無とも云ふ可き未開の内地にして半ば好奇心に困りて就学せし蒙昧なる土民の子弟と   
しては其の成蹟良好を以て冒す可きものあり唯既往の歴厳に致するに長幼を問はず表   




年以上は，実質上青写真だ桝こ終ったことになる。新カリキュラムにおける各   
韓商学堂について   
科の教科日は次のとおりである。  
普通科：修身，読書，算術，地理，歴史，理科，会話，作文，体操   
小学科：修身，読書，会話，算術，体操  











日本語によりて簡易なる普通畢を授け内地に於ける韓人子弟の常識を啓き猫立自営の   
重んずべきを知らしめ職業に必要なる智識を凝遷せしむるは本尊堂設立以来の方針な   
り凡そ韓人の通弊として官を尊び民を卑しめ職業を軽んじ努働を駁ひ権勢に誇りて遊   
食せんことを好み而かも力学を嫌ふ者比々皆然り去れほ這毯の教育の困難なるは質に   





修身は口授とし小学科には日常の薩儀作法を数ヘ音通科には人倫道徳の要旨を授く通   
じて韓人の通弊たる清潔を専はす規律を重んぜす職業を厭ひ座食を好み仕官を以て唯   
一の希望となし濁立自営の精神に乏しき弊星を匡正せんことを勉め各科中此課の教授   
には最も意を注げり授業時間は少きが如しと雄も各課共凡て此方針に依りて教授し漸   
次其効果を収めつゝあり，○講書は小学科は尋常小撃讃本普通科は同上及高等小撃讃   
本に依りて作文官話をも之れに関聯して教授し普通科生には成るべく筆記せしむるこ   
ととなせり本課は各課中教授比較的容易にして進歩亦た見るべきものあり普通科第三   
年生に至りては普通の漢字交り文を容易に讃むことを得日本字新聞の簡単なる雑報位   
稲 妻 継 雄   
は理解するに難からず，○算術ほ日本語にて数へ方より始め四則分数比例iこ及び勉め   
て日常の算数に熟せしめ乗ねて理解力を義ふを旨とす本課は教授上長も困罵を感ずる   
ところなるが普通科三年生に至りては通常の四則問題位iま可成りに理解し且運算し能   
ふ○地理及歴史は普通科より始め地理は地球経論より朝鮮東洋商圏地理の大要に及ぶ   
此課は生徒の智見を開くに於て最も効あるを見る歴史は朝鮮東洋南国歴史の大要を授   
け爾課共讃書力に併行せしめ各々筆言巳せしむ，○理科も亦た普通科より始め主として   
自然界の理法を示し韓人の迷信誤想を醍覚することに注意し動植鎮物の初歩及自然の   
現象より普通器械の構造人身の生理衛生大要等に就き撮めて卑近の賓例によりて教授   
す理性に乏しく迷信誤想の多き韓国学生の為にほ最も有益にして趣味を感ぜしむるこ   
と亦た著しきが如し，○曹話は主として日常談話に習熟せしめ同時に各課の練習を計   
るを勉む故に各課の教授は多くは談話体によりて筆記せしめ自ら官話に習熟するの依   
翫磁摘じめは日常の畢語短句よりし漸次に稗々高尚なる賢用談諸に及ぷ生徒は最   
も含話を好み進歩も亦た良好にして普通科三年生にてほ日常の談話適評等に羞支なき   
迄ほ婁達せる者あり，○作文ほ讃書曹話に関聯せLめ書贋文をも交へ主として言文一   
致体の文章を綴らしむ共進歩は膏話に次げり，○贋操は主に小撃科に課し遊戯及普通   
笹操の初歩を授く時々郊外に於て運動禽を催ふし身憶の健康を計ると共に活澱なる精   
神を養成せんことを勉む然るに此国の習慣として体操の如きは助見の為すこととし青   
年生徒には之を嫌厭するの夙あり，○附属漢文科ほ父兄との連絡を試る必要上より開  
、－－1  設せるものにして地方に於ける書堂の習慣を其庭に適用し其耽恰も我国蓉時の寺小屋   












設備の不完全なると土民の蒙昧なるとによりて困難を感することは以上の如しと錐も   
又一方にほ甚だ希望の属すべきものあり生徒学事の進歩の如き人民感情の襲遥の如き   
韓甫学堂について   
は即ち英一なりとす本草堂の創設以来之れに依りて日韓人間の感情を融和し社交上通   
商上に資するところあるほ琢期外の好果として表白するを悍からぎるなり元来錦江流   
域の人民は性質頭迷にして粁智に長じ舌より排外の思想盛んにして少くとも外人を軽   
視侮蔑するの風あり従来我行商老の如きも常に堪へ荘き困難に遭遇して些の威信だに   
保ち得ざるの状態なりしが木琴堂創設の頃より日本人の在留者も漸く英数を増し従つ   
て彼我の交際繋きを加へ相互の事情疏通するに至り本学堂の事業と在留民の増加は相   
待って日本人の信用と勢力とを増加し来って厚意を以て我に封する者益々多きを加ふ   
るに至れり左れば今日の状態にして着々事業の進捗を計るを得は嘗初の目的を達し各   





くほほば34年当時の態勢を維持したのではないかと思われる。   
参考まで，教育内容に多少とも関連するものとして韓商学堂の試験および休  
日に関する堂則の条文を次に示しておこう。  
第七條 試験は学期，学年，卒業の三種とし学年試靂及第者にほ修業謹書を 卒業試  
験及第者にほ卒業謹書を援兵す   





お ぁ り に  





（3）日語の普及に貢献したこと，   
































普及への貢献度は大きかったといえるであろう。   
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